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９
「
お
年
寄
り
と
も
っ
と

　
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

市
民

シリーズ

160

211

安
房
の
一
揆

　
市
立
博
物
館
の
１
月
の
休
館
日

は
１
～
３
日
、６
日
、
14
日
、
20
日
、

27
日
で
す
。

秋山有紀さん

市民 チャレンジ感動in館山（職場体験）で

お 年 寄 り と お 話 を す る 中 学 生

シ
リ
ー
ズ
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特集

一中校舎改修工事すべて完了
ライブカメラで
　今の館山を世界に発信

▲三義民の墓

▲今も地域の子どもたちを指導する石井さん

特集

一中校舎改修工事すべて完了
ライブカメラで
　今の館山を世界に発信

「
老
人
介
護
の
仕
事
は
、
前
か
ら

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
食
事
の
配
膳
や
お
茶
出
し
、

体
操
も
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し

た
。
テ
キ
パ
キ
と
仕
事
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
し
大
変
で
す
。

も
っ
と
お
年
寄
り
と
上
手
に
お
話

が
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
も
思
い

ま
す
が
、
な
に
か
ら
話
し
た
ら
い

い
の
か
難
し
い
で
す
。
で
も
す
ご

く
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
な
の

で
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

【
話
は
赤
門
な
の
は
な
館
で
職
場

体
験
し
た
山
田
美
幸
（
二
中
２
年

生
）
さ
ん
】

　
先
月
13
日
～
15
日
の
３
日
間
、

市
内
４
つ
の
中
学
校
の
２
年
生
456

人
が
各
事
業
所
で
職
場
を
体
験
し

た
。

　
事
業
所
は
、
官
公
庁
、
学
校
、

保
育
園
、
医
療
、
飲
食
、
販
売
、

美
容
、
電
気
関
係
、
ス
ポ
ー
ツ
関

係
、
ホ
テ
ル
、
自
動
車
関
係
な
ど

チ
ャ
レ
ン
ジ
感
動
in
館
山

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

139
ヵ
所
。

　
仕
事
を
体
験
し
た
り
、
働

く
人
と
の
交
流
の
中
か
ら
仕

事
の
大
変
さ
や
す
ば
ら
し
さ

を
知
り
、
将
来
の
自
分
の
職

業
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、

平
成
11
年
度
か
ら
実
施
、
今

年
で
４
回
目
。

　
取
材
し
た
赤
門
な
の
は
な

館
で
は
、
３
人
の
ニ
中
生
が

仕
事
に
専
念
。
何
よ
り
も
お

年
寄
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
で
き
る

だ
け
お
年
寄
り
と
接
し
て
ほ

し
い
と
各
フ
ロ
ア
ー
に
一
人

ず
つ
配
置
さ
れ
た
中
学
生

は
、
そ
れ
ぞ
れ
話
し
相
手
や

ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
お
年
寄

り
と
接
し
て
い
た
。

▲職員と一緒にベッドメイキングをする中学生

　
館
野
地
区
国
分
寺
の
山
門
の
す

ぐ
左
に
お
墓
が
３
つ
並
ん
で
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
市
指
定
史
跡

の
「
三
義
民
の
墓
」
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
北
条
藩
主
屋
代
越

た
だ
ち
か

中
守
忠
位
は
、
北
条
・
竹
原
・
山
本

な
ど
の
村
方
27
ヶ
村
、
お
よ
そ
１
万

石
を
領
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

ひ
っ
ぱ
く

財
政
は
極
め
て
逼
迫
し
て
い
ま
し

た
。

　
財
政
立
て
直
し
を
図
る
た
め
、
上

席
家
老
相
談
役
の
川
井
藤
左
衛
門

は
、
北
条
海
岸
湿
地
を
埋
め
立
て
て

新
田
の
開
発
を
図
っ
た
り
、
用
水
路

を
開
墾
す
る
な
ど
し
て
収
穫
の
増
加

を
試
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
鶴
ヶ
谷

の
神
社
仏
閣
の
古
木
を
切
り
倒
し
て

売
り
払
う
な
ど
、
な
り
ふ
り
構
わ
な

い
も
の
で
あ
り
、
人
々
の
評
判
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
、
藤
左

け

み

衛
門
は
米
の
作
柄
を
調
べ
る
検
見
で

一
番
出
来
の
良
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で

坪
刈
り
し
、
こ
の
高
い
料
率
で
村
人

に
年
貢
を
課
し
た
た
め
、
例
年
の
約

２
倍
と
い
う
増
税
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
に
も
強
引
な
や
り
方
に
年

貢
が
納
め
ら
れ
な
い
農

民
600
名
が
江
戸
に
押
し

か

ご

か
け
て
、
老
中
の
駕
篭

へ
直
訴
す
る
と
い
う
大

騒
動
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
農
民
一
揆
は
、

屋
代
家
の
領
地
に
ち
な

ん
で
万
石
騒
動
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
藤
左
衛
門

は
首
謀
者
と
見
ら
れ
る

湊
村
の
秋
山
角
左
衛

門
、
国
分
村
の
飯
田
長

次
郎
、
薗
村
の
根
本
五

左
衛
門
三
人
の
名
主
た

ち
を
国
分
村
の
萱
野
で

処
刑
し
、
騒
動
を
鎮
圧
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。
正
徳
元
年
11
月
26
日
の
こ

と
で
し
た
。

　
こ
の
三
名
主
の
処
刑
は
か
え
っ
て

こ

う

ぎ

騒
ぎ
を
大
き
く
し
、
つ
い
に
公
儀
も

訴
え
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

ひ
ょ
う
じ
ょ
う

し
た
。
評
定
に
よ
り
藤
左
衛
門
ら
親

子
は
打
ち
首
と
な
り
、
屋
代
家
は
１

万
石
と
江
戸
屋
敷
を
取
り
上
げ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

じ

き

そ

　
直
訴
は
江
戸
時
代
厳
禁
で
し

た
。
農
民
が
一
方
的
に
処
罰
さ
れ
る

の
が
常
で
す
が
、
万
石
騒
動
は
特
異

な
こ
と
に
農
民
側
の
勝
訴
で
決
着
を

み
ま
し
た
。

　
領
民
た
ち
は
こ
れ
も
犠
牲
に
な
っ

た
名
主
た
ち
の
お
蔭
と
、
こ
の
犠
牲

者
を
三
義
民
と
呼
び
、
そ
の
名
を
長

く
留
め
る
た
め
、
国
分
寺
に
お
墓
を

建
て
て
厚
く
弔
っ
た
の
で
し
た
。

　
そ
れ
は
290
年
た
っ
た
今
も
な
お
続

け
ら
れ
、
11
月
26
日
の
命
日
に
は
、

村
人
た
ち
が
大
勢
集
ま
っ
て
お
参
り

を
し
ま
す
。

　
小
学
生
た
ち
は
自
分
で
栽
培
し
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
お
供
え
し
、
年
寄
り

た
ち
は
御
詠
歌
を
唱
え
て
三
義
民
に

感
謝
し
ま
す
。
こ
う
し
て
村
の
歴
史

は
語
り
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

万
石
騒
動
と
三
義
民
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第
一
中
学
校
の
校
舎
は
、
昭
和

49
年
度
か
ら
51
年
度
に
か
け
て
建

設
さ
れ
、
築
後
28
年
が
経
過
。
建

物
の
老
朽
化
や
設
備
の
機
能
低
下

が
み
ら
れ
、
全
面
改
修
す
る
こ
と

で
、
建
物
の
耐
用
年
限
の
延
長
化

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
の
耐
震
基
準
以
前
の
建
築
で
、

耐
震
診
断
で
補
強
を
要
す
る
と
の

結
果
で
し
た
の
で
、
校
舎
の
改
修

と
あ
わ
せ
て
耐
震
補
強
工
事
も
実

施
し
ま
し
た
。

　
第
２
期
工
事
は
、
木
工
室
、
金

㈱計工務店　㈹計煥

工
室
、
家
庭
科
室
、
音
楽

室
、
美
術
室
、
理
科
室
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
、
図

書
室
、
職
員
室
、
校
長

室
、
事
務
室
の
床
、
壁
、
天
井
な

ど
の
内
装
工
事
、
屋
根
・
外
壁
な

ど
の
外
装
改
修
工
事
、
電
気
・
給

排
水
な
ど
の
設
備
改
修
工
事
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
強
壁
（
10
ヵ

所
）
、
補
強
袖
壁
（
２
ヵ
所
）、
ス

リ
ッ
ト
壁
（
５
ヵ
所
）
の
設
置
な

ど
の
耐
震
補
強
工
事
で
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
学
社
融
合
施

設
と
し
て
、
多
目
的
室
、
車
椅
子

用
ト
イ
レ
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、

「
心
の
相
談
室
」
の
整
備
、
少
人

数
指
導
や
グ
ル
ー
プ
別
学
習
な
ど

の
で
き
る
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
（
Ｔ
・
Ｔ
）
ル
ー
ム
の
設
置
な

ど
現
代
的
課
題
に
対
応
し
た
施
設

整
備
も
第
１
期
工
事
で
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼工事の概要

校舎の改修工事すべて完了第一中学校
　館山市立第一中学校の校舎改修工事の第２期工事が先月、

完了しました。第２期工事は、管理・特別教室棟の改修・耐

震補強工事などで、13、14年度にかけて行われた普通教室

棟の改修・耐震補強工事（第１期工事）とあわせて、第一中

学校の校舎改修事業はすべて終了しました。

　問合せ／庶務施設課（殖22―3685）

▲内装工事で
明るくなった特別教室

　Ｔ・Ｔルーム、学年
室の窓側には、耐震補
強のブレースを設置

▲

集特

改
修
・
耐
震
補
強
工
事
で

安
全
性
を
確
保

第１期工事

普通教室棟

鉄筋コンクリート４階建て

2,438曾

鉄骨ブレース補強壁　　　 ７ヵ所

補強コンクリート耐震壁　11ヵ所

スリット壁　　　　　　　 ４ヵ所

柱補強　　　　　　　　　 ２ヵ所

平成13年６月27日

　　　　～平成13年10月31日

２億2,470万円

第２期工事

管理特別教室棟

鉄筋コンクリート３階建て

2,057曾

補強コンクリート耐震壁  10ヵ所

スリット壁　　　　　　　５ヵ所

袖壁補強　　　　　　　　２ヵ所

平成14年６月27日

　　　　～平成14年11月15日

１億6,579万５千円

改修建設

概　　要

耐震補強

工事内容

工　　期

工 事 費

施 工 者

ま
11
月
15
日
号
」
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
し
尿
収
集
は
、
28
日
午
後
か
ら

３
日
ま
で
休
み
ま
す
。
４
日
は
業

務
を
し
ま
す
が
、
５
日
は
日
曜
日

で
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
水
道
の
故
障
は
、

三
芳
水
道
企
業
団
事
務
局
（
殖
22

―
３
７
２
９
）
へ
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
29

日
～
３
日

　
図
書
館
／
29
日
～
３
日

　
菜
の
花
ホ
ー
ル
／
29
日
～
３
日

　
豊
津
ホ
ー
ル
／
29
日
～
３
日

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
湊
・
出

野
尾
と
も
）／
29
日
～
３
日

年
末
年
始
の
お
休
み
は
28
日
か
ら
５
日

水
道
の
故
障

　
市
民
運
動
場
／
29
日
～
３
日

　
温
水
プ
ー
ル
／
29
日
～
３
日

　
市
民
体
育
館
／
29
日
～
３
日

　
市
立
博
物
館
／
29
日
～
３
日

※
分
館
（
館
山
城
）
は
、
元
旦
の

正
午
か
ら
午
後
３
時
、
２
日
、
３

日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
臨
時
開
館
し
ま
す
。

　
ご
み
収
集
は
、
31
日
～
３
日
ま

で
休
み
ま
す
。
各
地
区
の
最
終

日
、
開
始
日
は
「
だ
ん
暖
た
て
や

ご 

み 

収 

集

施

設

し 

尿 

収 

集

３ だん暖たてやま

　
市
で
は
、
観
光
客
の
誘

致
を
目
的
に
、
城
山
公
園

の
山
頂
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

を
設
置
し
ま
し
た
。

疏
今
疎
の
館
山
の
様
子
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
動

画
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
城
山
公
園
山
頂
か
ら
見

た
、
北
条
海
岸
、
館
山
市

街
地
、
鷹
ノ
島
と
館
山

港
、
鏡
ケ
浦
、
崖
観
音
と

船
形
漁
港
、
沖
ノ
島
と
富

士
山
、
那
古
観
音
（
那
古

山
）
、
富
士
山
の
８
方
向
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
16
倍
の
ズ
ー
ム
機

能
も
備
え
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
は

41
万
画
素
で
、
同
時
に
最
大
20
人

の
接
続
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南
房
総
Ｉ
Ｔ
推

進
協
議
会
（h

ttp
://it.a

w
a
.jp

/

）

で
も
同
様
の
カ
メ
ラ
を
館
山
駅
東

口
に
設
置
。
城
山
山
頂
か
ら
の
映

像
と
合
わ
せ
、
こ
ち
ら
も
館
山
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▲城山ライブカメラからの映像

Ｎ
Ｐ
Ｏ
南
房
総
Ｉ
Ｔ
推
進

協
議
会
が
花
火
大
会
と
南

総
里
見
ま
つ
り
の
様
子
を

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
発
信
し

た
際
、
こ
ん
な
メ
ー
ル
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆花火大会が日曜日になったので、すご

く行きたかったのに見にいけませんでし

た。でもインターネット中継で楽しめま

した。ありがとうございました。

◆海外にいて故郷の花火大会を見られる

とは思ってもいませんでした。

　　　　　　　　　～館山出身者～

◆駅前カメラの映像がとてもきれいで、

自分の地区の山車も見られましたし、お

神輿も楽しめました。より一層きれいな

画質、音質を期待しています。

　　　　　　　　　～地元出身者～

　
先
月
か
ら
本
格

稼
動
し
ま
し
た

が
、
10
月
20
日
の

南
総
里
見
ま
つ
り

に
試
験
的
に
中
継

を
実
施
。
里
見
ま

つ
り
か
ら
、
10
日

間
で
、
千
件
以
上

の
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
／h

t
t
p

:/
/

w
w

w
.c

ity
.ta

te

yam
a.ch

ib
a.jp

/

　
問
合
せ
／
観

光
課
（
殖
22
―
３

３
４
６
）

▲城山のライブカメラ

館
山
の諭
今
輸を
世
界
に
発
信

城
山
山
頂
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
設
置

　　

　市民課窓口など市の一般業

務は、今月28日（土）から来年

１月５日（日）まで休みます。

各施設などのお休みは、次の

とおりです。

月

16

23

30

６

火

17

24

31

７

水

18

25

1/1

８

木

19

26

２

９

金

20

27

３

10

日

15

22

29

５

土

21

28

４

11

は休みです。
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場広の民市

　
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト
の
連
敗
や

黒
木
（
知
）
の
故
障
、
小
坂
の
骨

折
な
ど
あ
り
４
位
と
い
う
結
果
で

し
た
。
結
果
は
結
果
で
す
が
、
小

林
（
雅
）
の
連
続
セ
ー
ブ
ポ
イ
ン

ト
や
サ
ブ
ロ
ー
の
活

躍
な
ど
明
る
い
材
料

も
あ
り
ま
し
た
。
２

桁
勝
利
を
あ
げ
た
投

手
も
３
人
い
ま
す
。

う
ち
の
投
手
陣
は
ま

ず
ま
ず
の
レ
ベ
ル
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
２
桁
勝
っ

て
も
負
け
が
２
桁

あ
っ
て
は
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。
来
季
は
２

桁
勝
っ
た
ら
負
け
を

１
桁
に
と
ど
め
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
で
す
ね
。
打
線
で
は
チ
ー

ム
打
率
が
２
割
４
分
７
厘
。
優
勝

し
た
西
武
が
２
割
７
分
８
厘
で
す

か
ら
、
せ
め
て
２
割
５
分
な
い
と

ベ
ン
チ
に
入
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
気

運
を
持
た
せ
た
い
で
す
ね
。
今
は

自
分
の
打
率
が
悪
く
て
も
、
み
ん

な
が
悪
い
か
ら
あ
ま
り
悪
い
と
感

じ
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識
的

に
悲
壮
感
を
も
っ
て
取
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
素
質
の
あ
る
選
手
は
多
い
ん

で
、
選
手
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で

超
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
チ
ー
ム
に
違
う
血

を
入
れ
た
り
し
て
、
緊
張
感
を
高

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
黒
木
や
小
坂
ら
が
復
帰
す
れ

ば
、
十
分
優
勝
を
ね
ら
え
る
チ
ー

ム
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 千葉ロッテマリーンズ

　
市
立
博
物
館
の
「
わ
た
し
の
町

の
歴
史
探
訪
」
が
先
月
10
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
14
回
目
と
な
る
こ

の
探
訪
。
今
回
は
安
布
里
、
大

網
、
南
条
の
約
４
噌
を
歩
き
、
学

芸
員
が
説
明
し
な
が
ら
、
天
神
山

や
大
網
砲
台
跡
な
ど
９
つ
の
史
跡

を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
日

曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
100
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
館
山
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
意

外
に
知
ら
な
い
こ
と
っ
て
多
い
ん

で
す
よ
ね
。
よ
く
通
る
道
の
脇
に

こ
ん
な
史
跡
が
あ
る
な
ん
て
…
」

　
先
月
９
日
、
旧
富
士
デ
ィ
ー
ゼ

ル
跡
地
を
会
場
に
第
７
回
目
と
な

る
市
消
防
団
の
実
戦
式
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
各
分
団
か
ら
２

車
両
各
５
人
と
総
指
揮
者
１
人
の

計
11
人
が
出
場
し
、
車
両
を
ス

タ
ー
ト
地
点
か
ら
所
定
場
所
に
停

車
し
、
伸
ば
し
た
ホ
ー
ス
か
ら
火

点
（
20
リ
ッ
ト
ル
缶
）
を
落
と

し
、
ホ
ー
ス
な
ど
の
収
納
ま
で
を

競
う
も
の
。
走
行
・
操
法
・
収
納

の
時
間
に
、
諸
動
作
の
合
計
点
で

採
点
し
ま
し
た
。

　
９
分
団
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

諸
動
作
と
時
間
を
競
い
、
第
８
分

団
Ｂ
（
22
部
・
24
部
豊
房
）
が
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
第
９
分
団

（
館
野
・
九
重
）
、
優
良
賞
に
第

と
、
こ
の
講
座
の
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
受
講
生
。

し

ゃ

な

い

ん

　
大
網
に
あ
る
舎
那
院
の
大
仏

は
、
９
月
１
日
号
の
だ
ん
暖
た
て

や
ま
「
お
茶
の
間
博
物
館
」
で
も

だ
い
に
ち

紹
介
し
た
お
大
日
様
。
室
町
時
代

の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
い
間

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
顔
の
侵
食
も

進
ん
で
い
ま
す
が
、
仏
様
と
は
っ

き
り
と
わ
か
る
風
貌
で
す
。

　
参
加
者
は
「
い
や
こ
ん
な
所
に

あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」

「
立
派
な
も
の
で
す
ね
」
と
は
じ

め
て
見
る
お
大
日
様
に
関
心
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
の
歴
史
探
訪
は
来
年
５
月

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

３
分
団
（
北
条
）
と
い
う
結
果
で
し

た
。

　
大
会
の
ほ
か
に
、
消
防
車
の
体

験
乗
車
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
豚
汁

の
サ
ー
ビ
ス
、
輪
投
げ
や
金
魚
す

く
い
な
ど
の
「
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン

ト
」
も
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な

ど
約
千
700
人
の
市
民
で
終
日
、
賑

わ
い
ま
し
た
。

８
分
団
Ｂ
が
最
優
秀
賞

▲お大日様を見上げる参加者

▲優勝した８分団Ｂチーム

実
戦
式
消
防
操
法
大
会

来季に向け着々と…
　
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
秋
季
キ
ャ
ン
プ
が
先
月
５
日

か
ら
23
日
ま
で
、
館
山
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
館
山
キ
ャ
ン
プ
も
今
年
で
７
年
目
。
山
本
功
児
監
督
か
ら

来
季
に
向
け
た
構
想
を
取
材
し
ま
し
た
。

山本監督に聞く

５ だん暖たてやま

　
房
南
中
学
校
（
校
長
池
田
公

男
、
生
徒
数
118
人
）
の
２
、
３
年

生
（
生
徒
数
84
人
）
は
、
選
択
教

科
Ⅱ
「
地
域
が
先
生
」
に
７
月
か

ら
10
回
に
渡
り
取
組
み
ま
し
た
。

　
陶
芸
、
書
道
、
パ
ソ
コ
ン
、
華

道
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
グ
リ
ー

テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
と
あ
や
つ
り
人

形
、
木
材
加
工
、
染
色
の
８
コ
ー

ス
で
、
地
域
か
ら
指
導
者
を
招

き
、
週
に
一
度
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
10
月
30
日
総
仕
上
げ
の
最
終

回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
華
道
コ
ー
ス
で
は
、
地
元
の
華

道
家
伊
関
里
枝
さ
ん
が
８
人
を
指

導
。
最
終
回
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
伊
関
さ
ん
が
持
ち
込
ん
だ
、

花
や
葉
の
中
か
ら
生
徒
が
素
材
を

し
ん
そ
え
た
い

選
び
、
真
副
体
に
添
っ
て
、
自
由

に
創
作
し
て
い
ま
し
た
。

　
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら

こ
の
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
と
い
う
芝

ま

な

と

田
真
人
（
３
年
）
君
は
、
「
空
間

の
取
り
方
、
バ
ラ
ン
ス
、
配
置
を

決
め
る
の
が
難
し
い
で
す
。
一
輪

の
花
で
も
角
度
に
よ
っ
て
、
表
情

が
違
う
し
、
ど
こ
を
正
面
に
す
る

か
も
悩
み
ま
す
。
で
も
結
構
は
ま

り
ま
す
よ
」
と
華
道
の
楽
し
さ
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
伊
関
さ
ん
は
「
思
っ
て
い
た
よ

り
生
徒
は
素
直
で
、
い
い
子
ば
か

り
。
な
か
な
か
筋
も
い
い
で
す

よ
」
と
関
心
し
て
い
ま
し
た
。

「
地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
力
を
活
か

し
て
、
生
徒
た
ち
が
い
い
経
験
を

で
き
る
こ
と
に
大
変
期
待
し
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
取
組
み
を
通

し
て
さ
ら
に
開
か
れ
た
学
校
を
進

め
た
い
」
と
学
校
で
は
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
市
の
大
型
バ
ス
の
運
行

は
、
市
内
の
バ
ス
会
社
に

委
託
し
て
い
ま
す
。
平
成

４
年
９
月
に
バ
ス
を
購
入

し
て
以
来
、
こ
の
バ
ス
を

み
ゆ
き

運
転
し
て
い
る
須
田
幸
さ

ん
に
、
５
歳
児
の
園
児
ら

が
、
10
年
間
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
た
手
づ
く
り

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
先
月
６
日

に
館
山
運
動
公
園
で
贈
り

ま
し
た
。

　
保
育
園
で
は
、
小
集
団

活
動
や
温
水
プ
ー
ル
の
利

用
、
全
体
交
流
な
ど
年
間
６
回
の

交
流
保
育
で
大
型
バ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

「
須
田
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
や
ハ
ー
モ

ニ
カ
を
園
児
に
聞
か
せ
た
り
、

い
っ
し
ょ
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
お

弁
当
を
食
べ
た
り
、
意
外
な
一
面

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
も
心

が
通
い
合
え
る
、
子
ど
も
た
ち
の

架
け
橋
で
す
」
と
、
園
で
も
好
評

で
、
今
回
手
づ
く
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
企
画
。
子
ど
も
た
ち
と
職
員
が

共
同
で
製
作
し
た
、
ち
ぎ
り
絵

（
館
野
）
、
手
紙
（
純
真
）
、
状
差

は

わ

い

　
布
哇
観
光
事
業
グ
ル
ー
プ
か
ら

市
内
の
４
幼
稚
園
（
館
山
、
北

条
、
那
古
、
船
形
）
に
計
６
台
の

32
型
テ
レ
ビ
が
贈
ら
れ
、
先
月
13

日
北
条
幼
稚
園
で
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
収
益
金
で
購
入
し

た
も
の
で
、
寄
贈
は
一
昨
年
の
幼

稚
園
へ
の
デ
ジ
タ
ル
ピ
ア
ノ
、
昨

年
の
保
育
園
へ
の
テ
レ
ビ
に
続
い

て
今
回
が
３
回
目
。

き
ん
せ
い
ぼ
ん

　
グ
ル
ー
プ
の
金
成
奉
氏
は
「
私

も
こ
の
園
の
出
身
で
す
。
新
し
い

テ
レ
ビ
で
、
幼
稚
園
の
生
活
を
さ

ら
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
園
児
代
表
か
ら
お
礼
の

し
（
船
形
）
、
花
か
ご
（
房

南
）、
ペ
ン
立
て
（
九
重
）
を

須
田
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し

た
。

「
子
ど
も
が
好
き
な
の
は
、

答
え
が
返
っ
て
く
る
の
が
楽

し
い
か
ら
。
子
ど
も
た
ち
に

自
然
に
吸
い
込
ま
れ
て
行
く

じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
こ
れ
か

ら
も
安
全
運
転
に
心
が
け
ま

す
」
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

こ
と
ば
と
園
児
全
員
の
「
も
み

じ
」
や
「
園
歌
」
の
歌
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
受
け
取
っ
た
金
さ
ん
は
、

「
北
条
幼
稚
園
に
ま
た
来
ま
す
」

と
、
園
児
に
負
け
な
い
大
き
な
声

で
答
え
て
い
ま
し
た
。

▲指導を受ける芝田君

▼館野保育園のおともだちと須田さん

４
幼
稚
園
に
テ
レ
ビ
を
寄
贈

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
収
益
金
な
ど
で
布
哇
観
光
事
業
グ
ル
ー
プ

房
南
中
学
校
の
「
地
域
が
先
生
」

一
輪
の
花
で
も
表
情
が
違
う

須
田
さ
ん
あ
り
が
と
う

市
有
の
大
型
バ
ス

運
転
手
に
記
念
品
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せら知お
　
千
葉
県
で
は
平
成
15
年
10
月
１

日
か
ら
排
出
基
準
を
満
た
さ
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
（
乗
用
車
を

除
く
）
の
運
行
を
禁
止
し
ま
す
。

　
今
回
の
規
制
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る

粒
子
状
物
質
が
、
健
康
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
で
、
対
象
は

乗
用
車
を
除
く
排
出
基
準
を
満
た

さ
な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
。
車

検
証
に
記
載
さ
れ
た
型
式
の
識
別

記
号
が
Ｋ
―
、
Ｎ
―
、
Ｐ
―
、
Ｓ

―
、
Ｕ
―
、
Ｗ
―
、
Ｋ
Ａ
―
、
Ｋ

Ｂ
―
、
Ｋ
Ｃ
―
な
ど
の
貨
物
自
動

車
や
バ
ス
な
ど
で
す
。

健
康
へ
の
影
響
懸
念
し
、
来
年
10
月
か
ら

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
年
末
で

交
通
量
が
増
え
る
う
え
、
空
気
が

よ
ど
み
や
す
い
気
象
状
況
が
多

く
、
１
年
で
最
も
大
気
汚
染
が
進

行
す
る
時
期
で
す
。

　
千
葉
県
と
各
市
町
村
で
は
、
１

月
31
日
ま
で
を
対
策
実
施
期
間
と

　工業とエネルギー消費の実態

を明らかにするため、全国の製

造業の事業所を対象に工業統計

調査を実施します。毎年12月31

日現在で調査するもので、市内

では約210事業所が対象です。

　調査結果は、国・県・市の産

業振興政策、立地対策などの基

礎資料として利用されます。

　今月中旬から調査員が各事業

所にうかがいます。

　問合せ／情報化推進室統計係

　　　　 （殖22―3168）

工業統計調査

し
、
新
車
登
録
か
ら
７
年
間
は
規

制
対
象
外
で
す
。

　
ま
た
来
年
４
月
１
日
か
ら
、
自

動
車
の
運
転
手
に
は
、
駐
停
車
時

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。
自
動
車
を
30

台
以
上
使
用
す
る
事
業
者
に
は
、

自
動
車
環
境
管
理
計
画
書
の
提
出

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
計
画
書
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
１
月
か
ら
県
内

各
地
で
説
明
を
開
催
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
県
庁
大
気
保
全
課

（
殖
043
―
223
―
３
８
１
０
）

　
平
成
15
・
16
年
度
の
入
札
参
加

資
格
申
請
の
受
付
が
今
月
２
日
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
市
が
発
注
す

る
事
務
用
品
や
材
料
な
ど
の
物
品

を
納
入
し
た
り
、
建
設
工
事
を
受

し
て
、
ば
い

煙
発
生
施
設

な
ど
に
係
る

対
策
や
自
動

車
の
使
用
抑

制
対
策
な
ど

を
柱
と
し
た

窒
素
酸
化
物

の
排
出
抑
制

対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
期
間
に
「
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、
暖
房
器
具
の

適
切
な
温
度
調
節
、
自
家
用
車
の

使
用
自
粛
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
問
合
せ
／
県
大
気
保
全
課
自
動

車
公
害
対
策
室
（
殖
043
―
223
―
３

８
０
７
）

注
す
る
に
は
入
札
参
加
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま

す
。

　
今
回
は
２
年
に
一
度
の
入
札
参

加
資
格
申
請
で
、
市
か
ら
の
受
注

を
希
望
す
る
業
者
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
15
・
16

年
度
の
２
年
間
で
す
。

　
申
請
は
１
月
に
な
る
と
混
み
合

い
ま
す
。
な
る
べ
く
今
月
中
の
申

請
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
作
成
要
領
は
、
契
約
係

　
よ
り
親
し
み
や
す
い
広
報
づ
く

り
に
向
け
て
「
だ
ん
暖
た
て
や

ま
」
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
・
連
絡
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
秘
書
広
報
課
広
報
係

（
殖
22
―
３
１
２
１
）E

―m
a
il

 h
isyo

ka@
city.tateyam

a.ch
ib

a

.jp

広
報
に
ご
意
見
を

開設日時／12月15日（日）

　　　　　午前９時から午後５時

場所／安房支庁税務課

内容／自動車税などの県税の収納、

　　　納税相談

問合せ／安房支庁税務課

　　　　（殖22―7117）

　
こ
れ
ら
の

自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
に
は
、

排
出
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
知
事

が
指
定
し
た
粒
子
状
物
質
減
少
装

置
の
装
着
が
必
要
で
す
。
た
だ

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
／
12
月
２
日
（
月
）

か
ら
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

　
問
合
せ
／
財
政
課
契
約
係
（
殖

22
―
３
２
９
６
）

大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化
を
ス
ト
ッ
プ

入
札
参
加
資
格
申
請
ス
タ
ー
ト

県税休日納税窓口

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の

　
　
　  

運
行
に
規
制

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の

　
　
　  

運
行
に
規
制

　
日
時
／
12
月
14
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
正
午

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
演
目
／
人
形
劇
「
は
ら
ぺ
こ
あ

お
む
し
」
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
く
い
し
ん
ぼ
う
か
い
じ
ゅ

う
」
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
「
あ

わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

７ だん暖たてやま

　
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
人
の
寝

た
き
り
予
防
の
た
め
、
理
学
療
法

士
と
保
健
師
が
家
庭
を
訪
問
し
、

自
宅
で
家
族
が
で
き
る
機
能
訓
練

方
法
を
指
導
し
ま
す
。
申
し
込
ん

だ
人
に
は
、
事
前
に
保
健
師
が
訪

　
生
涯
大
学
で
は
、
来
年
度
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
大
学
校
は
県
内
に
５
学
園

６
校
舎
あ
り
ま
す
が
、
通
学
区
域

が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
市
内
の
人

は
、
南
房
学
園
に
通
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
資
格
／
県
内
に
住
む
60
歳
以
上

の
人
（
昭
和
18
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
学
習
成
果

を
地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
社

会
参
加
の
意
欲
が
あ
る
人

　
南
房
学
園
の
定
員
／
福
祉
科
70

人
、
生
活
科
30
人
、
園
芸
科
70

来
年
度
の
生
涯
大
学

人
、
陶
芸
科
25
人

　
授
業
料
／
一
般
課
程
年
額
１
万

８
千
円
、
通
信
課
程
年
額
４
千

円
。
（
実
習
の
教
材
費
な
ど
は
別

途
自
己
負
担
）

　
入
学
案
内
の
配
布
／
市
高
齢
者

福
祉
課
、
南
房
学
園
事
務
局
、
県

庁
高
齢
者
福
祉
課
、
安
房
支
庁
社

会
福
祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
返
信
用

封
筒
（
角
２
、
宛
名
記
入
、
140
円

切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
、
県
生

涯
大
学
校
事
務
局
へ
。

　
募
集
期
間
／
12
月
27
日
（
金
）

ま
で

　
問
合
せ
／
〒
260
―
０
８
０
１
　

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
666
―
２

　
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
（
殖
043

―
266
―
４
７
０
５
）
、
県
庁
高
齢

者
福
祉
課
（
殖
043
―
223
―
２
３
２

８
）

　
防
衛
庁
で
は
、
中
学
卒
業
者
ま

た
は
見
込
み
者
に
つ
い
て
、
自
衛

隊
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

　
受
付
期
間
／
１
月
７
日
（
火
）

ま
で

　
受
験
資
格
／
日
本
国
籍
で
、
昭

和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

男
子

　
試
験
／
第
１
次
試
験
１
月
11
日

（
土
）
、
第
２
次
試
験
は
１
次
合

格
者
の
み

　
問
合
せ
・
資
料
請
求
／
〒
294
―

０
０
３
３
　
館
山
市
宮
城
無
番
地

　
千
葉
地
方
連
絡
部
館
山
募
集
案

内
所
（
殖
22
―
０
３
８
５
）

　
日
時
／
12
月
15
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
雁
月
庵
（
城
山
公
園
）

　
費
用
／
１
服
300
円

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係

（
殖
22
―
３
６
９
８
）

月
　
釜

お
話
と
人
形
劇
の
つ
ど
い

ス
」、
歌
っ
て
あ
そ
ぼ
う
他

　
主
催
／
館
山
子
ど
も
の
文
化
研

究
会

　
※
参
加
費
は
無
料
。
事
前
の
申

込
み
は
不
要
で
す
。

　
問
合
せ
／
代
表
　
島
田
和
子

（
殖
23
―
６
５
７
６
）

集募

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
、
災
害

時
の
疾
病
や
外
傷
、
傷
病
者
の
管

理
、
応
急
処
置
（
止
血
法
、
包
帯

法
）
、
搬
送
法
、
心
肺
蘇
生
法
な

ど
の
講
義
と
実
技
で
す
。
幼
児
や

高
齢
者
の
急
変
時
に
も
役
立
ち
ま

す
。

　
日
時
／
１
月
18
日
、
25
日
、
２

月
１
日
、
８
日
（
毎
週
土
曜
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
亀
田
総
合
病
院

　
定
員
・
対
象
／
25
人
、
65
歳
ま

で
の
人

　
受
講
料
／
無
料
。
た
だ
し
教
材

費
と
し
て
２
千
500
円
。

　
申
込
み
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
救
急

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業

（
勤
務
先
）
、
返
信
用
宛
名
を
記

入
し
て
、
申
込
先
へ

問
し
、
様
子
を
う
か
が
い
、
主
治

医
と
相
談
し
た
う
え
で
、
日
程
を

決
め
ま
す
。

　
す
で
に
介
護
保
険
で
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
る
人
は
、
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
実
施
期
間
／
１
月
14
日
（
火
）

か
ら
２
月
28
日
（
金
）

　
費
用
／
無
料

　
締
切
／
12
月
20
日
（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
管
理

課
（
殖
23
―
３
１
１
３
）

　
申
込
開
始
／
12
月
２
日
（
月
）

か
ら

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
296
―
８

６
０
２
　
亀
田
総
合
病
院
継
続
学

習
セ
ン
タ
ー
（
殖
０
４
７
０
―
99

―
１
１
６
５
）

救
急
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

在
宅
リ
ハ
ビ
リ
を
指
導

自
衛
隊
生
徒


